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要   旨：    

オレウロペインはOlea europaea（オリーブ）の葉から抽出されるフェノール

化合物である。 

この天然物の抗酸化活性は in vitroおよび in vivoで、ルミノール－西洋ワサビ

ペルオキシダーゼ p-ロドフェノールO2介在発光系に基づく化学発光（ケミルミ

ネッセンス）分析によって評価されてきた。 

オレウロペインは in vitroで顕著な抗酸化活性を有した。 

処理した動物から得られた血清サンプルは、対照と同等な抗酸化活性を示した。 

同様に処理した動物から得られた胆汁サンプルは、対照サンプルと比較したと

きに化学発光分析で著しい発光の抑制（90％）を示した。 

 

キーワード： Olea europaea（オリーブ）、オレウロペイン、フェノール化合物、抗酸化活性 

 


